
時空を超えて ～いと をかし～  

 
 

〇今月初旬、西幼だより No.11（10/21 号）の「女王の教室：阿久津先生」になったような 

錯覚に、心地よく浸る時間がありました。 ＜初任の小学校で担任した卒業生との同窓会＞ 
 

卒業以来、初めて再会する子 

前回の同窓会以来の子 

Facebook でつながっている子 

音信不通で心配していた子… など 

・・・伝えてくれたのは、“それぞれの人生”を積み重ねてきた証・・・ 

 ◆タイプ 【そうだろうね】 

  ・変わらぬ個性のまま ・・・思い出エピソードのままのキャラ、変わらぬ姿、表情 

  ・想定内の職業に    ・・・やっぱり、この分野の仕事に就いたか…と、皆が納得 

・同じ育ちを我が子にも・・・子供（娘）にも野球を？ バスケを一緒に？ 

◆タイプ 【まさか】 

・えっ？ 本当？ ・・・素地はあったけど、〇〇長（社長・所長・署長・会長）に？ 

  ・今も、幼子が？ ・・・皆が驚くエネルギー。転職、再婚… 幸せそうな今に、エール！ 

・帰っていたの？ ・・・内地でバリバリに働いていたのに、帰島して、次のステージを 

◆タイプ 【生きていて良かった】 

  ・どこで、何を？ ・・・閉店後、どうしているかと思いきやエネルギー充電中で、ほっ 

・ビデオレターメッセージ・・・今、アメリカに？そりゃ、わからなかったわけだ、ほっ 

・かなりの小→中時代が！・・・激しい生き方だった子も、地元でのんびりと情報、ほっ 

＊        ＊        ＊        ＊ 

★教え子たちの「今」は、『あの頃の将来（＝未来予想図）』そのものでした。 
 
本人たちは、将来に起きると予想される事象を、どれだけ推測して描いていたか。 

だけど、確実に 感じたのです。（「不適切にもほどがありました。」・・・と詫びつつ） 
 

  ➤ あの頃から つながっているなぁって！  

決して突然変異ではなく、あの時があっての今 

だなと。もちろん当人の踏ん張りもあったはず。 
 

   ＊彼らの人生に関われたことが  喜び＊  
      

  ➤ このことは、私たちはもちろん、 
親さんなら なおさらではないでしょうか。 

子供の未来予想図は、“無限の広がり”楽しみ！ 

  

 

羽 島 市 立 西 部 幼 稚 園 
令和６年１２月１９日 No.15 
  園  長  安  藤  賢  治 

＊「当時の子」といっても、今 51 歳 

おっさんとおばさんに!? （失礼） 

でも、残る面影は、あの頃のまま 

＊将来に続く 今 を応援する 子育てを！ ～穏やかに新年をお迎えください～ 


